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論文及び審査結果の要旨 

原油タンク内面の底部は，多量の塩化物イオンや溶存酸素を含んだ電解質溶液に常に曝

されるため，厳しい腐食環境下にあるといえる。そこで，電解質溶液と母材である鋼板の接

触による腐食を抑制するために，多くの原油タンク内面底部には，重防食用有機コーティン

グが施されている。しかし，コーティングの環境遮断性は徐々に劣化するため，法令で定め

られた定期的な点検が行われるが，その評価は目視による不具合（ふくれ，傷，剥離など）

の検査といった定性的な良否判定にとどまっている。今後，コーティングの環境遮断性や余

寿命を定量的に評価することができれば，タンクのより高度な保全管理が可能になるもの

と期待される。 

本論文では，非破壊かつ定量的な評価手法である電気化学インピーダンス法に着目し，原

油タンクの底部内面に適用されているような重防食コーティングの劣化メカニズムを解明

するとともに，その余寿命評価に資する健全性診断手法を開発することを目的とした。まず，
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実タンクで適用されている有機コーティングの一つであるビニルエステル樹脂系ガラスフ

レークコーティングを対象とし，室内試験により得たコーティングの電気化学インピーダ

ンス特性の経時変化挙動から余寿命評価において有効となりうる電気的等価回路モデルを

見出した。次に実タンクにおけるフィールド調査によって得られたデータをもとに，等価回

路モデルに用いた回路素子と実際の物理現象との結びつき，すなわち劣化メカニズムを解

明した。さらに，この劣化モデルに基づいた解析によって，広範なタンク内面コーティング

の時間とともに低下する健全性を定量的に捉えることができる評価手法を確立した。さら

に，膨れに至る潜在的な劣化状態を効率的に評価するための統計的アプローチを提案する

とともに，この評価手法が，石油タンク底部内面の合理的な管理に資することを示した。 

 以上のことから，本論文は，博士（工学）の学位論文として十分な価値があるものと判断

できる。 

 


